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公益財団法人秋田県学校給食会 

脇本第一小×イオン東北 児童考案、９日まで販売 

男鹿の味多彩な商品に 

 男鹿市の脇本第一小の児童が地元食材を使ったオリジナ

ルメニューを考案し、チャーハンやパン、デザートなどが商品

化された。県内のイオン系列店で販売されている。９日まで。 

市の食育連携推進事業に参加するイオン東北（秋田市）が

今年創立１５０周年の同校とコラボし、５、６年生が寄せた４５

品のアイデアから厳選した。販売しているのは、▷カニ入りしょっつる炒飯（４

９４円）▷しょっつる入り焼きおにぎり（１５９円）▷しょっつる入りグラタンパン

（１９４円）▷和梨のチーズクリームタルト（４分１カット４８６円、１ホール１９４４

円）▷ブルーベリーの果実たっぷりタルト（同）――の５種類。 

チャーハンは男鹿のしょっつるを使い、県内一の漁獲量を誇る男鹿産ベニ

ズワイガニをトッピングした。おにぎりとパンにもしょっつるが使われており、

豊かな風味が楽しめる。タルトは男鹿市特産の梨をコンポートにしてチーズ

クリームを組み合わせた。地元のブルーベリーをふんだんに使ったタルトも

用意した。 

チャーハンとおにぎりは県内のイオン系列４２店舗で販売。グラタンパン

と２種類のタルトはマックスバリュ男鹿店のみで販売する。 

１日は同市脇本のマックスバリュ男鹿店で、メニューを考案した５、６年生

が販売会を開いた。売れ行きは好調で、タルトは追加で焼き上げ補充した。 

焼きおにぎりを考案した小玉瑛仁さん（５年）は「おにぎりは手軽に食べられる。しょっつるの味を

感じてもらえればうれしい」、グラタンパンを考えた三浦朝輝さん（６年）は「商品をきっかけに男鹿の

食材に興味を持ってほしい」と笑顔を見せた。（阿部拓郎） 

（令和７年１１月６日（木）秋田魁新聞記事から一部抜粋） 


